
 

 

２ ０ １ ８ 年 ６ 月 ２ ０ 日 

行 政 報 告 資 料 

子ども生活部保育・幼稚園課 

２０１８年４月認可保育所等入所待機児童数状況（確定値） 

―待機児童ゼロに大きく前進、過去最低の待機児童数に―  

２０１８年４月１日の待機児童数は１４６

人で２０１７年より８３人減少し、現在の手

法で集計を開始した２００１年以降最も少

ない人数となりました。新規入所申込者数

は１，９６２人と減少（前年比６９人減）しま

したが、入所児童数は７，５４３人に増加

（前年比２１５人増）し過去最大となりまし

た。今後も、認可保育所等の整備を通じ

て保育施設定員を増員するとともに、保

育コンシェルジュによるきめ細やかな相談

支援を行い、２０１９年４月の待機児童の解消を目指します。 

 

１.待機児童数の推移 

年 度 2014 年 4 月 2015 年 4 月 2016 年 4 月 2017 年 4 月 2018 年 4 月 

待機児童数 ２０３人 １５３人 １８２人 ２２９人 １４６人 

対前年度増減 ▲５４人 ▲５０人 ２９人    ４７人 ▲８３人 

                            

２.年齢別待機児童数の状況 

１歳児が最も多く９３人、次いで０歳児の２７人、２歳児の２３人となっています。３歳児か

ら５歳児の待機児童はほぼ解消となりました。 

 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 計 

2018 年 4 月 ２７人 ９３人 ２３人 ３人 ０人 ０人 １４６人 

2017 年 4 月 ５１人 １２６人 ４０人 １１人 ０人 １人 ２２９人 

増 減 ▲２４人 ▲３３人 ▲１７人 ▲８人 ０人 ▲１人 ▲８３人 

  

３.地区別待機児童数の状況 

すべての地域において待機児童数が減少となりました。待機児童数が最も多い南地区

では７０人と前年と比較して減少したものの、いまだ高い水準となっています。忠生地区、

堺地区の待機児童はほぼ解消となりました。 

地区 南地区 町田地区 忠生地区 鶴川地区 堺地区 計 

2018 年 4 月 ① ７０人 ② ３９人 ④  ５人 ③ ２８人 ⑤  ４人 １４６人 

2017 年 4 月 ① ８９人 ③ ５０人 ⑤ １０人 ② ６１人 ④ １９人 ２２９人 

増 減 ▲１９人 ▲１１人 ▲５人 ▲３３人 ▲１５人 ▲８３人 
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■町田市内（地区別）における待機児童数の分布（2018年4月時点）

（単位：人）
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４.新規入所申込みの状況（転園は除く） 

２０１８年４月の新規入所申込みは１，９６２人で、２０１７年度より６９人減少しました。２歳

児までを対象にした保育所から連携する認定こども園の３歳児に進級する児童等について、

申込手続きを省くこととした結果、３歳児の新規申込者数が減少しました。 

 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 計 

2018 年 4 月 ６５７人 ７６３人 ３３１人 １５０人 ３７人 ２４人 １，９６２人 

2017 年 4 月 ６６７人 ７６１人 ３２８人 １８０人 ４４人 ５１人 ２，０３１人 

増 減 ▲１０人 ２人 ３人 ▲３０人 ▲７人 ▲２７人 ▲６９人 

  

 

５.新規申込児童の保護者の状況 

新規申込児童の保護者の状況を保育の必要性の事由別に見てみると、一定基準（１

日４時間・月１２日）以上勤務している保護者が最も多く１，６３３人（８３．２％）で、就労し

ていない求職中などの保護者が２６８人（１３．７％）となっています。 

新規申込児童の保護者のうち待機児童の保護者の状況は、一定基準（１日４時間・月

１２日）以上勤務している保護者が８２人（５６．２％）、就労していない求職中などの保護

者が５１人（３４．９％）で求職中などの保護者の割合が高くなります。 

保育の必要性の事由 新規申込児童 うち待機児童 

一定基準以上勤務している保護者 １，６３３人 ８２人 

就労していない求職中などの保護者 ２６８人 ５１人 

それ以外の保護者（保護者が疾病、看護など） ６１人 １３人 

計 １，９６２人 １４６人 

 

６.利用定員数の推移 

保育の利用申込みができる施設の利用定員数は、認可保育所１園、同分園１園、認

定こども園１園、小規模保育園３園を加え、対前年３３４人増の７，７６７人となりました。子

ども・子育て支援新制度が開始した２０１５年４月を境に利用定員数は１，７２６人増加しま

した。 

年 度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度 2018 年度 

利用定員数 ６，０４１人 ６，８４６人 ７，０８８人 ７，４３３人 ７，７６７人 

対前年度増減 ３７３人 ８０５人 ２４２人 ３４５人 ３３４人 

認可保育所数 ６５園 ７１園 ７１園 ７２園 ７３園 

認定こども園数 ２園 ７園 ８園 ９園 １０園 

家庭的保育者数 － １８人 １７人 １６人 １６人 

小規模保育園 － － － ２園 ５園 

 

※２０１５年度から、保育を必要とする児童が入所する施設として、幼稚園型認定こども園を認定

こども園数に加え、家庭的保育事業を含めました。 
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７.入所児童数の状況 

２０１８年４月の入所児童数は７，５４３人となり、２１５人増加しました。子ども・子育て支

援新制度が開始した２０１５年４月を境に入所児童数は１，４１３人増加しました。 

 

   2014 年 4 月 2015 年 4 月 2016 年 4 月 2017 年 4 月 2018 年 4 月 

入 所  ６，１３０人 ６，７６２人 ７，０５４人 ７，３２８人 ７，５４３人 

児童数 新規 １，４１７人 １，４７６人 １，４６２人 １，６４４人 １，６０４人 

 継続 ４，７１３人 ５，２８６人 ５，５９２人 ５，６８４人 ５，９３９人 

対前年度増減 ２２５人 ６３２人 ２９２人 ２７４人 ２１５人 

対前年度比率 ３．８％ １０．３％ ４．３％ ３．９％ ２．９％ 

     

（参考１）  

０歳～５歳人口、各歳別入所児童数 

０歳～５歳児の人口は、合

計１９,１０７人で、入所児童

数７，５４３人の人口に対する割

合は、３９．５％となっており、人

口に占める入所児童数の割合

が高まっています。年齢別でみ

ても、１歳児から４０％近い割合

であり、２歳児が最も高く４４．

３％となっています。 

※人口２０１８年４月１日現在  

 

 

（参考２） 

利用申込者数、利用申請率の推移 

新規利用申込者数と継続利

用申込者数を合わせた人数を、

０歳児から５歳児の人口で割っ

た利用申請率は、年々上昇して

おり、今年は４１．３％になりまし

た。就学前児童の１０人に約４

人が保育所等を利用している、

もしくは利用を希望しています。 

※継続利用申込者数は「７．入所児

童数の状況」の入所児童数のうち、

継続の人数  
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８.２０１７年度に行った施設整備等 

  施設種別（保育所名） 地区名 施設定員増 施設開所年月日 

１ 認可保育所：２０年型新築 
（まちっこ保育園） 町田 ９６人 ２０１８年４月１日 

２ 認可保育所：分園整備 
（ハッピードリームアネックス） 南 ２６人 ２０１８年４月１日 

３ 幼稚園型認定こども園：移行 
（認定こども園鶴川シオン幼稚園） 鶴川 ２９人 ２０１８年４月１日 

４ 小規模保育事業所：新設 
（プチもり保育園） 堺 １９人 ２０１８年４月１日 

５ 
小規模保育事業所：新設 
（鶴川フェリシア保育園） 鶴川 １９人 ２０１８年４月１日 

６ 小規模保育事業所：新設 
（たけとんぼ保育園） 町田 １９人 ２０１８年４月１日 

  
計 ２０８人 

  

 

９.２０１８年度の施設整備計画  

  施設種別 地区名 施設定員増 施設開所年月日 

１ 認可保育所：増改築 鶴川 １６人 ２０１９年４月１日 

２ 認可保育所：認証認可移行 町田 ４０人 ２０１９年４月１日 

３ 小規模保育事業所：新設 鶴川 
３８人 

１９人×２園 ２０１９年４月１日 

４ 小規模保育事業所：新設 町田 
５７人 

１９人×３園 ２０１９年４月１日 

５ 小規模保育事業所：新設 南 
９５人 

１９人×５園 ２０１９年４月１日 

  
計 ２４６人 

  

 

１０.休日保育の拡充 

２０１８年４月から、町田地区に新設された小規模保育施設「たけとんぼ保育園」が新た

に休日保育を実施することになりました。忠生地区で実施している「アスク木曽西保育園」

と合わせて、市内で２カ所の休日保育実施園となります。休日保育の０歳児の保育も開始

し、利用定員数は１０人から２０人に増加することによって、休日に保育の必要性がある児

童の受け皿を拡充しました。 

実 施 施 設 アスク木曽西保育園 たけとんぼ保育園【新規】 

地 区 忠生地区 町田地区 

対 象 年 齢 １歳児～５歳児 ０歳児～５歳児 

定 員 １０人（１歳児～２歳児は５人まで） １０人（０歳児～２歳児は５人まで） 



１１.２０１８年４月の認可保育所等の募集における取組 

（１）保育コンシェルジュによる相談支援 

２０１８年４月の入所申込みに向け、保育コンシェルジ

ュが、各地域の子どもセンター等に出向き、入所申込み

の説明会を開催しました。開催回数は６月から１０月にか

けて１４回、参加者数は合計３９８人にのぼり、子育て中

の利用者にとって、住まいの近くで施設選びの相談がで

きると好評でした。また、申込結果発送後には、入所保

留となったご家庭の状況を確認し、他の施設を紹介する

など、３歳児以上の待機児童解消に努めました。 

（２）町田市送迎保育ステーション事業の拡充 

２０１７年１０月に、町田駅から徒歩４分の森野

に開所した「つながり送迎保育園・もりの」（町田

市事業委託）では、２０１８年４月から利用定員数

を１０人増加し、３０人の児童が利用を開始しまし

た。駅近のステーションから児童を送迎することで、

定員の余裕のある保育所等を利用できるようにし、

保護者の選択肢を増やすことができました。 

また、市内には事業者が独自に運営する送迎保育ステーションがあり、２０１８年４月か

ら多摩境駅近くに開園したプチもり保育園（学校法人常盤学園 小山貴好理事長）でも、

近隣の認定こども園や保育園へ児童の送迎を開始しました。 

施設名 
つながり送迎保育園・もりの 

（町田市委託事業） 

町田駅前こども園保育

送迎ステーション 

（法人独自事業） 

プチもり保育園【新規】 

（法人独自事業） 

最寄駅 町田駅 町田駅 多摩境駅 

送迎先 町田地域・忠生地域１２園 忠生地域２園 忠生地区３園 

（３）幼稚園型一時預かり事業の拡充 

２０１７年度から年間２３０日以上開所し、１日１０時間以上の長時間預かり事業を対象

とした町田市独自の補助制度を創設し、私立幼稚園において預かりの通年化・長時間化

を図りました。この制度を活用して、１３園（前年比１０園増）で長時間預かりが可能になり、

定員数は、２０１７年度には１日１，４２４人と大幅な増加（前年比１，０５４人増）となりました。

２０１８年度は１園（１２０人）増加して１４園で実施し、保護者が、父母ともに就労時間を確

保しながら幼稚園の利用を選択することができるようになりました。 

（４）保育士等の子どもを対象とする認可保育所等の優先利用 

町田市内の認可保育所等に勤務する保育士等（保育士、看護師、幼稚園教諭）の人

材確保、育成や就業継続に寄与するため、保育士等の子どもを対象とする選考指数

の加点による優先利用を実施しました。２０１８年度４月入所の募集では、２７人の保育

士等が就労を開始することができ、保育所において保育士が子育てしながら働きやすい

環境をつくる支援をしました。 

保育コンシェル ジュ 配布 資料 



１２.保育所整備をはじめとした子育て環境の充実による効果 

（効果） ０歳児から４歳児の転入超過数が全国的に高水準で推移 

保育所整備をはじめとした子育て環境の充実によって、０歳児から４歳児の転

入者数から転出者数を差し引いた転入超過数が２０１７年は４２５人となりまし

た。前年より減少したものの近年は全国的にも高い水準で子育て世帯の転入超過

の傾向が続いています。転入超過数が増加した影響は、利用申込を行った時点で

は市外に居住し、２０１８年４月に町田市に転入を予定して町田市の保育所等に

入所を申し込んだ児童が６４人となり、昨年より１７人減少したものの、転入超

過数と同様に推移しています。 

転入超過数 順位 転入超過数 順位 転入超過数 順位 転入超過数 順位

０歳～４歳 ３４５人 １位 ２７５人 ７位 ５３０人 １位 ４２５人 5位

出所：「住民基本台帳人口移動報告」年報（詳細集計）（総務省統計局）

※全国の市区町村のデータを利用して本市で順位付けを行いました。

年
2016 20172014 2015

 

１３.待機児童数の算定内訳 

待機児童数の算出にあたって町田市は次のとおり算定しています。 

保留児童数 
入所申込が提出されており、入所要件に該当しているが、入所してい

ない児童 
３２８ 

除外項目 

求職活動を休止している場合は含めない ０ 

広域利用の申込児童は居住する市町村でカウント １３ 

認可外保育施設等の利用児童は含めない ３２ 

入所希望がなくなった申込児童は除外することができる １８ 

転園待機の児童は含めない ６０ 

入所希望月が調査日時点より後の児童は含めない ０ 

保護者の私的理由により待機している児童（第１希望のみ申込み）は

含めない 
５９ 

保護者が育児休業中の場合で復職が確認できない場合は含めない ０ 

待機児童数 保留児童数－除外項目 １４６ 

待機児童数の算定におけるあいまいな定義の項目 

保留児童数から除外する項目の定義で、いまだあいまいな部分があり、除外項目に含まれる児童

の範囲が市町村によってばらつきがあります。 

・「求職活動を休止している場合は含めない」の取り扱い 

やむなく保育園を利用できずに求職活動を休止している場合には除外することが可能となっている

が、保育所に入園できなければ求職活動を休止せざるを得ないため、求職活動を希望する状況であれ

ば待機児童に含めることが適当であると考えます。（町田市は待機児童に含む） 

・「保護者の私的理由により待機している児童は含めない」の取り扱い 

特定の保育所等の基準が明確ではないため、市区町村によってばらつきが生じています。基準をより

明確にして統一化を図ることが適当であると考えます。（町田市は保育所等の申し込みに際して、希望

園を第一希望のみに限っている場合に待機児童から除外） 

 


